




























































OVX（コントロール）群および OVX に加え VitaminD3 と Nicotine投与を施した群(VDN
群)に分けた。VDN群においては、飼料組成中 Ca 含量 0.01%、0.6%、2.4%の 3群に分
け、さらにその 3群についてはそれぞれ非運動群（Sedentary群）および運動群（Exercise
群）に分け、計 7群で 2カ月間飼育した。尚、運動は回転車ケージを用いた Voluntary 
Wheel Runningとした。その結果、自発走運動によって、モデルラットにおける全て
の Ca 摂取群の骨密度および動脈中 Ca 含量は有意に抑制され、さらに血管石灰化の促
進因子の発現を抑制したことが確認されたことから、自発走運動は骨量減少および血管
石灰化の予防効果となりうることが考えられる。また、自発走運動はさらに異なる Ca
摂取量によって惹起された骨量減少および血管石灰化の亢進に対しても予防効果をも
つことが確認できた。自発走運動によって生み出される間歇的な血流増加はシアストレ
スを生み出し、その物理刺激によって、動脈中膜部位の弾性繊維であるエラスチンの機
能を促進し、高血圧を抑制することが示唆されている。本研究でも、極端な低 Ca摂取
および高 Ca 摂取によって惹起された平滑筋細胞マーカーの低下を、自発走運動によっ
て抑制する可能性を示唆したことから、自発走運動は間葉系細胞の骨芽細胞様細胞分化
を抑制し、平滑筋細胞への分化もしくは平滑筋細胞が弾性繊維を構成し機能を発揮する
ことに対し、保護的に作用した可能性が考えられる。 
しかし、本研究で用いたモデルラットは骨量減少および血管石灰化併発において自然
発生的なメカニズムを共有していないことから、結果を単純にヒトに外挿することは困
難である。また、運動のタイプによる比較を行っておらず、より効果的な運動による予
防法を提言するためには、レジスタンス運動や水泳運動との組み合わせや、走運動にお
いてはトレッドミルを用いて強度や頻度を今後調査していく必要があると考える。 
以上のことから走運動は骨梁減少および血管石灰化の強力な予防因子となる可能性
が示唆された。また、骨量や血管に対する予防効果を最大限発揮するためには適量の
Ca摂取を維持したうえで運動を行うことが必要であることが示唆された。  
 
